
　

２

月

２

０

日

（

金

）

に

　

卒

業
式

前

日

の

準

備

２

年

生

は

、

立

志

式

を

行

の
時
の
様
子
で
す
。
１

い

ま

し

た

。

午

前

中

は

本

年
生
男
子
が
学
年
主
任

校

の

卒

業

生

で

、

生

成

Ａ

の
飯
田
先
生
か
ら
話
を

Ｉ

な

ど

情

報

関

係

の

最

先

聞
き
、
お
世
話
に
な
っ

端

を

行

く

会

社

を

経

営

さ

た
卒
業
生
を
し
っ
か
り

　

３

月

７

日

（

土

）
、

令

れ

、

海

外

出

張

や

メ

デ

ィ

送
り
出
そ
う
と
、
積
極

和
七
年
度
、
第
七
十
七
回

ア

出

演

な

ど

、

ご

活

躍

中

的
に
手
を
挙
げ
、
準
備

竜
北
中
学
校
卒
業
証
書
授

の

本

田

崇

人

（

ほ

ん

だ

た

に
励
も
う
と
し
て
い
ま

与
式
を
行
い
ま
し
た
。 

か

と

）

様

に

来

校

し

て

い

す
。
１
年
生
も
こ
の
１

　

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
、

た
だ
き
、
「
自
立
と
は
」
と

年
間
で
、
随
分
成
長
し

保
護
者
の
皆
様
、
私
ど
も

い

う

テ

ー

マ

で

講

話

を

し

ま
し
た
。 

職
員
、
在
校
生
が
見
守
る

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
挫

中
、
感
動
の
卒
業
式
と
な

折

・

努

力

・

挑

戦

」

等

々
　

午
後
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護

り
ま
し
た
。
中
村
悠
聖
さ

自

分

と

向

き

合

っ

て

こ

ら

者
の
方
々
が
見
守
ら
れ
る
中
、

ん
は
、
自
分
の
言
葉
（
原

れ

た

人

生

か

ら

た

く

さ

ん

一
人
一
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
こ

稿
を
見
る
こ
と
な
く
）
で

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

れ
か
ら
の
目
標
や
生
き
方
に
つ

卒
業
生
が
歩
ん
だ
３
年
間

　

ち
な
み
に
本
田
さ
ん
は
、

い
て
、
堂
々
と
「
決
意
表
明
」

を
振
り
返
り
、
仲
間
へ
の

俣

崎

先

生

と

高

校

・

大

学

を
行
い
ま
し
た
。 

感
謝
を
は
じ
め
、
自
分
達

時

代

を

仲

良

く

過

ご

し

た

　

い
よ
い
よ
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

に
関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て

同

級

生

だ

そ

う

で

す

。

ま

と
な
る
２
年
生
の
力
強
く
前
向

の
方
々
へ
の
感
謝
、
そ
し

た

、

竜

北

中

時

代

は

サ

ッ

き
な
思
い
に
、
今
後
も
大
い
に

て
故
郷
氷
川
町
へ
の
思
い

カ

ー

部

に

所

属

さ

れ

て

い

期
待
で
き
る
と
う
れ
し
く
思
い

を
心
を
込
め
て
語
っ
て
く

て

、

上

田

教

頭

先

生

の

教

ま
し
た
。　

 

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

え

子

に

な

ら

れ

る

そ

う

で

表
し
て
素
晴
ら
し
い
答
辞

す

。

今

回

は

特

別

に

教

頭

で
し
た
。
ま
た
、
式
の
後

先

生

の

も

の

ま

ね

を

披

露

の
卒
業
生
の
歌
や
言
葉
も

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

心
に
ジ
ー
ン
と
響
き
ま
し

さ

ら

に

髙

橋

前

校

長

先

生

た
。
体
育
館
か
ら
退
場
す

の

教

え

子

で

も

あ

ら

れ

る

る
卒
業
生
が
竜
北
中
学
校

そ
う
で
す
。 

を
愛
し
、
母
校
に
誇
り
を

　

講

話

の

後

は

、

す

ぐ

熊

持
っ
て
旅
立
つ
姿
に
ま
た

本

空

港

へ

移

動

さ

れ

ま

し

感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

た

。

お

忙

し

い

中

、

本

当

　

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
た
。

 
竜
北
中
学
校　

学
校
だ
よ
り 

 

鍛
練
の
汗
第１２号 

 
Ｒ８.３.１３ 
 
文責 
 
窪田　智久 

第
七
十
七
回　

卒
業
証
書
授
与
式　

鍛
練 

粘
り
強
く
取
り
組
み
、
心
と
体
を
鍛
え
る 

　

 友
愛 

他
者
に
対
し
て
優
し
さ
・
思
い
や
り 

 

創
造 

失
敗
を
恐
れ
ず
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　

 

し
切
り
拓
く　

学
校
教
育
目
標 

「
夢｣

の
実
現
へ
向
け
、
主
体
的
に
学
び
続
け
る
竜
中
生 

　
　

～
生
徒
・
地
域
と
共
に
創
っ
て
い
く
学
校
～

 　校  訓

２
年
生
立
志
式 

卒
業
生
の
た
め
に 



　

２
月
１
８
日
（
水
）
、
避

　

２
月
２
５
日
（
水
）
に
県

　

２

月

７

日

（

土

）

に

八
　

２
月
８
日
（
日
）
に
は
、

○
県
平
均
と
の
比
較
で
は
、

○
心
理
的
安
全
性
の
あ

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

の

事

業

で

、

２

年

生

を

対

火

図

書

館

本

ま

つ

り

が

開

郡

市

対

抗

熊

日

駅

伝

大

会

　

１
年
・
２
年
と
も
に
全

　

る
学
級
集
団
づ
く
り

今

回

は

、

よ

り

実

践

的

に

象

に

「

半

導

体

」

に

つ

い

催

さ

れ

ま

し

た

。

ま

ず

、

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

本

校

　

３
教
科
、
県
の
平
均
を

　

の
成
果
は
出
て
い
る
。

行

う

た

め

、

ど

の

時

間

に

て

学

び

ま

し

た

。

企

業

な

読

書

感

想

文

、

読

書

感

想

か
ら
コ
ー
チ
の
吉
田
先
生
、

　

上
回
っ
た 

　

継
続
的
に
取
り
組
む
。 

な

る

の

か

は

予

告

せ

ず

、

ど

か

ら

８

人

の

方

に

お

越

画

の

表

彰

が

行

わ

れ

ま

し

選

手

の

３

人

（

３

年

生

森

○
特
に
２
年
の
国
語
と
英

△
学
習
規
律
（
聞
く
・

生

徒

の

状

況

判

断

を

意

識

し

い

た

だ

き

、

半

導

体

を

た
。
（
読
書
感
想
文
特
選
４

野

天

志

郎

さ

ん

、

１

年

生

　

語
は
県
平
均
を
大
き
く

　

話
す
・
書
く
等
）
の

し
た
取
組
を
行
い
ま
し
た
。 

使

っ

た

機

器

な

ど

実

物

を

人

、

入

選

１

０

人

、

読

書

の

岩

城

定

之

輔

さ

ん

、

東

　

上
回
っ
た
。 
　

徹
底
を
図
る
。 

想
定
は
、
「
昼
休
み
に
地
震

用

意

し

て

い

た

だ

き

ま

し

感

想

画

特

選

２

人

、

入

選

瀬

瑛

祐

さ

ん

）

が

参

加

し

△
全
国
平
均
と
の
比
較
で

△
学
習
習
慣
（
主
体
的

が

発

生

し

、

そ

の

後

第

１

た
。
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

８

人

）
　

そ

の

あ

と

、

１

ま

し

た

。

吹

雪

の

中

、

大

　

は
、
や
や
下
回
っ
た
教

　

な
学
び
）
の
意
欲
の

理
科
室
か
ら
出
火
（
火
災
）
」

け

れ

ど

、

そ

も

そ

も

半

導

年

生

の

上

田

真

大

さ

ん

が

変

な

レ

ー

ス

に

な

り

ま

し

　

科
が
あ
っ
た
。 

　

向
上
を
図
る
。

と

い

う

も

の

で

し

た

。

全

体

っ

て

？

」

か

ら

ス

タ

ー

代

表

し

て

「

武

器

よ

り

一

た

が

、

出

走

し

た

岩

城

定

※
デ
ー
タ
を
も
と
に
課
題

員

が

短

時

間

で

素

早

く

運

ト

し

、

専

門

的

な

説

明

を

冊

の

本

を

く

だ

さ

い
　

少

之

輔

さ

ん

、

森

野

天

志

郎

　

解
決
を
図
る
。

動
場
に
避
難
で
き
ま
し
た
。

聞

き

、

そ

の

後

は

各

ブ

ー

女

マ

ラ

ラ

・

ユ

ス

フ

ザ

イ

さ

ん

は

全

力

を

尽

く

し

駆

（

昼

休

み

中

の

訓

練

と

い

ス

に

分

か

れ

て

実

物

を

見

の

祈

り

」

を

読

ん

で

平

和

け

抜

け

ま

し

た

。

氷

川

町

う

こ

と

で

、

各

自

の

緊

張

た

り

、

実

際

に

機

器

を

操

の

大

切

さ

に

つ

い

て

素

晴

単

独

で

結

成

す

る

八

代

郡

感

が

少

し

足

り

な

か

っ

た

作
し
た
り
し
ま
し
た
。
「
ウ

ら

し

い

内

容

を

発

表

し

て

チ

ー

ム

は

、

前

回

大

会

を

よ
う
で
し
た
が
）
そ
の
後
、

ォ
ー
」
「
す
げ
ー
」
な
ど
の

く
れ
ま
し
た
。　

約

８

分

短

縮

し

、

躍

進

賞

消

防

署

の

方

か

ら

の

お

話

声

を

発

し

な

が

ら

目

を

輝

を
獲
得
し
ま
し
た
。

を

聞

き

、

消

火

（

水

消

火

か

せ

て

い

ま

し

た

。

日

頃

器
）
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は

で

き

な

い

体

験

と

な

り

各

学

年

と

も

ア

ド

バ

イ

ス

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

先

、

の

あ

っ

た

「

ピ

・

ノ

・

キ

技

術

は

ま

す

ま

す

進

化

し

・

オ

」

を

意

識

し

て

上

手

す

ご

い

時

代

が

や

っ

て

く

に
で
き
ま
し
た
。 

る
で
し
ょ
う
。

 

「
ピ
」
ピ
ン
を
抜
く 

「
ノ
」
ノ
ズ
ル
を
持
つ 

「
キ
」
距
離
を
と
る 

「
オ
」
レ
ー
バ
ー
を
押
す 

県
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら　
　

八
火
図
書
館
　
本
ま
つ
り

避
難
訓
練 

熊
日
駅
伝
大
会 

半
導
体
に
つ
い
て
学
ぶ 

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
世
界
選

手
権
に
お
い
て
、
雪
聖
さ
ん
が
世
界
一
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
も
大
技
（
「
キ
ッ
ク
フ
リ
ッ
プ
フ
ロ
ン
ト
サ

イ
ド

–

」
？
？
）
を
決
め
、
新
聞
に

50
50

は
、
「
松
本
完
勝
」
と
の
文
字
が
大
き
く

載
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

２
度
目
の
「
世
界
一
」
お
め
で
と
う
！

雪
聖
さ
ん
、
２
度
目
の
「
世
界
一
」

 １　教科の状況（県平均や全国平均との比較） 

学　年   教　科     県    全国  ◎大きく上回った 

      国　語     ○     △ ○上回った 

１　年   数　学     ○     ○ △下回った 

  英　語     ○     △
      国　語     ◎     ○
２　年   数　学     ○     ○

  英　語     ◎     △   

 ２　学習状況（県平均や全国平均との比較）
        　　　項　　目   県  全国

 学習 授業に集中できないことがあるか    　 １年   △   △
規律 →「一度もない･ほとんどないと答えた割合」 ２年   ○   ○

  学習 １時間の授業中に自分の意見を発表するか １年   ○   ○
意欲 →「１回以上・３回以上と答えた割合」 ２年   ○   ○

  学習 授業以外で、１週間にどれくらい勉強するか １年   △   △
習慣 →「ほぼ毎日勉強すると答えた割合」 ２年   ○   ○


